
 

 

 
子どもたちにとっては楽しみな『雪』の季節

が到来しました。先週 16日には数㎝、翌日には

10㎝ほどの降雪があり、ランドセルを教室へ置

くと、一人また一人と、雪が積もりだした白銀

の世界へと飛び出す姿がありました。 

岩山でそり遊びを楽しんだり、校庭で雪山を

作ったりして遊ぶ１年生の姿や、担任の先生を

巻き込んで、雪合戦での戦い（ごっこ）を楽し

む４年生の姿がありました。休み時間には、低

学年も高学年も雪玉片手に追いかけっこする姿がありました。 

手元の操作を駆使しながら画面越しにボタンを操作して遊ぶ現代ではありますが、自然か

らの産物（雪という宝物）に触れ、冷たさを実感しながら、外気の寒さを一時忘れ、雪を転

がしたり丸めたり固めたり投げたりと、トリセツ（取り扱い説明書）のない、自分の思うよ

うに、したいように遊ぶ子どもたちの姿に、子ども本来の遊びを見ているような感覚になり

ました。 

明日からは、いよいよ冬休みとなります。例年よりも少し長い冬休みです。コロナウイル

ス感染症対策にともない、新たな生活様式を意識してのお正月となります。これまで以上に

家族で過ごす時間が増えるかと思います。ぜひ、テレビ画面やスマホ・タブレットの画面を

離れ、お正月ならではの、冬ならではの遊びに触れる機会を、大人が設けてほしいと思いま

す。私は、マスクを着用しての『福笑い』をやろうかと考えております。 
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コロナ禍の中でも育まれた、 

 子どもの暮らし、子どもたちとの暮らし 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信州大学教育学部附属長野小学校学校だより           

  

 

 

令和２年１２月２５日（金）  No.９ 

 

題字：副校長  文責：教頭 

 

【１年】 壁を越え 仲良くなろう みんなとね 

 運動会の学年ダンスをきっかけに、１年生は１組２組関係 

なく、“一緒に”活動する、“同じ”活動をする機会が多く 

ありました。やきいも会では、じゅんびリーダー、火起こし 

リーダーなど、１組と２組の垣根を越えてグループになって 

活動する姿がありました。焼き芋は職員にも配られ、おいし 

くいただきました。 

 リースづくりの活動では、大切に育てた朝顔のつるだけで 

なく、冬支度をした自然体験園の大きな柳の木の、剪定され 

た枝も使ってリースづくりを行いました。素敵なリースがで 

きあがりました。 

 「もっと、大きな焚き火をやりたい」そんな言葉をきっか 

けに、休み明けには、１年生みんなで行う“大きな焚き火会” 

が開催される予定です。もっとなかよしになれる、もっとす 

ごい１年生になれる、そんな願いが込められそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年】 まだ見えぬ 新たな命 感じたい 

 １組では“トカちゃん”一家（トカちゃん、ララ）のお婿 

さん、２組では“よつば”のお婿さん（しゅんくん）が新し 

い仲間としてクラスに迎えられました。１組では去勢をした 

トット（雄）の遺伝子が、ララが子を産むことによって受け 

継がれていく可能性があることを調べてきたＡさんがいまし 

た。２組では、よつばをお母さんにしてあげるには、出産ま 

でに自分たちがしなければいけないことがたくさんあること 

を、テレビで視聴した番組で知ったことを拠り所にしてみん 

なに伝えるＫさんの姿がありました。 

 年が明けると、赤ちゃん誕生に向けた準備が加速するかと 

思います。何頭生まれるのか。どんな赤ちゃんなのか。新た 

な命に触れる大切な時を、１組２組それぞれが迎えます。 

【３年】 ピザにヤギ 区切りを迎える 両（良）クラス 
 １組にとって、先月、大きな“区切り”がありました。そ 

れは、４月 29日に生まれたきょうだいヤギの心くんとの別れ 

でした。３頭で暮らせる最後の日は、研究授業当日でしたが、 

自分が心くんのために、３頭のために今できることに専心す 

る姿がありました。 

 ２組では、自分たちで育てた野菜を具材にしたピザづくり 

を継続して行いました。当初はオーブンレンジで焼きました 

が、後半は、自分たちで積み上げた（建てた）ピザ釜で焼き 

ました。生地作りももちろんですが、焼き具合もおてのもの 

でした。私もいただきましたが、絶品でした。 

 本校では、４年に上がるときにクラス替えがあります。年 

明けの３月までは、“このクラス”としての日々を大切にしつ 

つ、学級としてフィナーレとなる“区切り”を迎えます。 

【４年】 紙に土 探究スイッチ いつでもＯＮ 

 １組は、紙づくり（紙すき）を行っています。牛乳パック 

から始まりましたが、今では、様々な材料からパルプ（紙の 

もと）を作っています。そして、手作りで製作したすき枠を 

使って紙を作ることができました。色、柄、厚さ、大きさ、 

手触り、風合い、などにこだわり、作るごとに進化していま 

す。 

 ２組は、図工室横の空きスペースを見つけ、野菜作りと池 

づくりに挑戦しました。野菜が育つ傍らで、スコップと鍬と 

で穴（溝）を掘り、水を溜めてみます。しかし水は地面に浸 

透するので時間が経つと無くなってしまいます。理科と関連 

させ、砂場とグランドの土（砂）を理科室に持ち込み、水た 

まりができる土はどんな土なのか観察していきました。 

 探究スイッチが入った時の子どもたちの目、あるいは背中 

から伝わる熱気は見事です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年】 竹と木の 香りただよう 教室内 
１組は、竹とんぼづくりと飛ばしを続けています。竹とん 

ぼ協会の方とつながったことで、竹とんぼの世界が一気に広 

がり、また、加速しました。より高くより長くより遠く、そ 

してより安定して飛ぶ竹とんぼづくり。子どもたちの手から 

「シュッ」と飛び立つ竹とんぼは、体育館の天井まで届くよ 

うになりました。  

２組は、木材に触れ、森林が果たす役割、林業とは何かを 

追究しています。間伐材を利用して作られた積み木で遊び、 

間伐について調べたり、製材の段階で生まれる鉋くずを活用 

して花（造花）づくりをしている方々と出会い、一緒に花を 

作ったりしながら、目の前にあるもの（木）の向こう側（林 

業）について学んでいます。 

 休み明けからは、翌年度の児童会役員選挙も控えています。 

竹のような節をつくり大木のような柱を立てるチャンスです。 

 

【６年】 やりきって 次へとつなぐ 今がある 

 １組では、特別支援学校との交流を進めてきました。新型 

コロナウイルス感染症の広まりがあり、昨年度まで行ってい 

た、直接会っての交流が難しい中、オンラインによる交流を 

実現させました。画面越しに映る友だちに、絵を示したり、 

作ったものを示したりしながら、わたしの思いを届ける姿が 

ありました。 

 ２組では、全校を見据えた先行的な試行を実現させました。 

コロナの影響で、通常の“暮らし”がつくれない中で、お昼休 

みを生み出せないか私たち職員に働きかけたり、GIGA スク 

ール構想に先駆けて iPad、クロムブックの活用を取り入れた 

授業を行ったりしながら、学級の取組を活発化させていきま 

した。 

 残り３ヶ月の日々が、６年間の学び、営みの集大成です。 

全校が一目惚れする輝きを放つことを期待しています。 

【児童会】 届けたい 思い伝える 感謝の木 

 池田児童会長の思いが表された『感謝の木』。今現在も、 

１階の廊下にそびえ立ち、全校を見守ってくれています。 

交流クイズ、部門別のマラソン大会、ビンゴ大会、一人に 

なる清掃活動、ベルマーク収集、廊下歩行への呼びかけ、 

残食を減らす呼びかけ、花の紹介ポスター、『感謝』の放 

送、マスク・手指消毒の呼びかけ、掲示物の貼り替え。自 

力通学について考える会、栞プレゼントなどなど、学校は 

６月からの本格スタートでしたが、限られた中で、わたし 

たちの学校を、よりよい学校、よりよい暮らしにするため 

に、６年生が引っ張ってくれました。 

 休み明けは、児童会選挙、そして引き継ぎ。児童会の終 

わりは、次の児童会の始まりです。活動の引き継ぎはもち 

ろん、見えない部分の引き継ぎもしてほしいと思います。 

 

マラソン 

ビンゴ 

 渡邉先生、齊藤先生の音楽、西村先生の理科、佐々木先生の体育、畔上先生の外国語、そし

て川西先生の家庭科、それぞれの先生方の授業でも、“子どもを真ん中” にした授業が行われま

した。 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 東京オリンピック・パラリンピックが開催されるはずだった２０２０年。五輪の話題で持

ちきりだったはずの２０２０年。“With コロナ”、“after コロナ”でなければ、今年の漢字は

『密』ではなく、いったい何になっていたのでしょうか。そして、どんな新たなスターが誕

生していたのでしょうか。 

 思い通りに行かない、思うようにならない２０２０年だったわけですが、「わたしにとって

の２０２０」を、「我が家にとっての２０２０」を、○大ニュースではありませんが、振り返

ってみるのも良いかもしれません。ちょっとした喜びが、ふとよみがえってきた“あのとき”

“あのこと”が、素敵な２０２１年へとつなぐ“のりしろ”になってくれるかもしれません。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校からのお知らせ＞ 
（１） 冬休みについて 

明日から年が明けた１月６日(水)まで、冬休みとなります。学校は、28日（月） 

～４日（月）まで閉庁日となります。日直もおりません。ご承知おきください。 

（２） 健康チェック表について 

新型コロナウイルス感染症の終息が、まだまだ見えない状況です。学校から継続し

て『健康チェック表』が配られています。冬休み期間中も、検温をはじめとした健康

チェックを引き続きお願いします。なお、本人あるいは同居家族でＰＣＲ検査を受け

ることがあった場合には、速やかに担任までご連絡ください。休み明け（７日）、

『健康チェック表』を忘れずに持ってくるようにしてください。 

（３） 学校アンケートについて 

    昨日、よりよい学校づくりのための「学校アンケート」の通知を 

配布、ならびに配信しました。今年度はウェブアンケートとなって 

います。ＱＲコード、ＵＲＬよりご回答ください。１月６日（水） 

までにお願いいたします。 https:// 

（４） ３月までの行事について 

１月以降の行事は、以下の通りです。現段階では実施の方向ですが、変更が生じた 

場合には、メール、学年便り等にてご連絡します。 

１月１４日（木） 第１回幼保小連絡会のため低学年４時間日課（給食あり） 

１５日（金） 冬の職員研修のため４時間日課（給食あり） 

  １８日（月） ３・６年スキー教室（予備日２/15） 

  １９日（火） ４・５年スキー教室（予備日２/19） 

  ２２日（金） 初研まとめの会のため３時間日課（給食なし） 

２月１０日（水） 音楽会 

  １６日（火） ４・５年参観日 

  ２２日（月） １・２・３年参観日 

  ２４日（水） ２年スケート教室 

  ２５日（木） 附属小中合同教科会のため４時間日課（給食あり） 

  ２６日（金） ６年参観日、ＰＴＡガイダンス 

３月 ９日（火） ６年生に感謝する会 

  １６日（火） 後期終業式 

  １７日（水） 卒業証書授与式 

  １８日（木） 春休み 

  ２６日（金） 新６年生新年度準備登校 

＝＝＝よいお年をお迎えください＝＝＝ 
 


